
 
 
 

このニュースは会員以外の方にもお送りしています。ご意見・ご感想などお寄せください。 
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★冬研お知らせと見解案 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  
 

12 月 10 日（土）平成２６年度予算案が発表されま

した。その内容に関する見解案（別紙）をつくりまし

た。会員のみなさんからの意見を頂戴して、見解は１

月中旬ごろには会として発表したいと思います。 

・教職員定数初の純減（－１０人）となりました。 

・全国一斉学力テストの検証結果から、少人数学級制

は学力向上のための教育効果が認められないとして、

文科省は新・教職員定数改善計画を破棄、財務省は概

算要求の「少人数教育」分を全面カットしました。 

これは、政府と文科省による少人数学級制の完全否

定で、必ず地方裁量「少人数学級制」に影響を与える

ことでしょう。これから、逆流が始まるのではないか

と危惧します。研究と反論が求められます。 

 

 
－井深雄二教授ゼミで橋口・山﨑が講師に― 
 
 12月 7日（土）奈良教育大の講義「学校経
営学演習」（井深雄二教授ゼミナール）におい

て、本会の橋口幽美と山﨑洋介が、それぞれ

「情報公開文書から何がわかるか～読み取り

演習～」「非正規・再任用教員はなぜ増やされ

ているのか？」と題して講義をおこないまし

た。 
 この講義を受講している7 名の学生は、本
会の『本当の 30人学級は実現したのか？～広
がる格差と増え続ける臨時教職員～』を事前

の講義の中で、章ごとに分担して報告しあい、

学習してくださっていました。講義後、「デー

タの分析はむずかしそうだと思っていたが、

そこからいろいろなことがわかってよかっ

た」「教育条件の充実はとても大事だと思う」

などの感想がだされました。 
  

  
  2014年 1月25日（土）～26日（日） 

 
  春の大阪、夏の名古屋に続き、さいたま市で冬の

研究会を実施します。会場は、ウィズユー・さいた

ま（さいたま市中央区新都心 2-2）で、現在参加受
付中です。研究報告者も募集中です。みなさん、ぜ

ひご参加ください。 

  

連絡や、ご質問はこちらへ 
メール shiraberukai@ae.auone-net.jp 
＜yutoriarukyouiku@te.lolipop.jp ＞           
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